
次の無限級数の収束，発散を調べ，収束するときはその和を求めよ。１.
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次の循環小数を分数に直せ。６.
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�だけ進む。以下，このような運動を限りなく続ける

とき，点�3�が近づいていく点の座標を求めよ。
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次の無限級数の和を求めよ。９.
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